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Nippon Suisan Gakk乱ishi 177-187 

陸奥湾におけるマガレイおよびマコガレイの分布と食性

高橋豊美ヲ前日辰日吉7 土屋康弘?中谷敏邦

(1986年 6月 11日受理)

Distributions and Food Habits of Righteye Flounders Limanda herzensteini 

and L. yokohamae in Mutsu Bay 

Toyomi Takahashi， * Tatsuaki Iぜaeda，* Yasuhiro Tsuchiya，'ト

and Toshikuni Nakatani* 

From August 1977 to Februarγ1983， the distributions and food h乱bitsof rightey号f!ounders
Limanda herzensteini and L. yokohamae in 1¥在utsuBay， Aomori Pr古色cturふ wer号 investig呂ted.
R号su1tsof tagging experiments conducted for six y己arssuggested that both species in the bay hardly 
migr丘tedoutside it. 1n wint釘 theywere found chiefly in vVest Bay. 1n the other seasons L. 
herzensteini concentrated in玖lestBay or western part of East Bay， or both， while L. yokohamae 
in the eastern part of East Bay. L. herzensteini fed chiefly on polychaetes， sea舗hares，bivalves， and 

ophiuroides丘omspring to autumn and In winter fish and macrurans became very import呂ntin 
their diet. On the other hand， L. yokohamae fed exc1usively on polychaetes throughout the year. 
There was a consid釘 abledifference in species selection for prey and food composition in stomachs 

between the two species. However， Ingesteιfood compositions did not differ very much betw号en
the two species in the same are昌ラ suggestingtbat they need a similar food r・esour・ceand so compete 

potential1y f01" food and habitat. 

マガレイ Limanda herzensteini とマコガレイ L。

yokohamaeはともにわが国沿岸域における重要な底魚、

資源であるO しかし，近年，沿岸漁業資源に対する漁獲

強度が一層強化され，新潟沖，仙台湾および陸奥湾など

各地で魚体の小型化や資源量の低下がみられる。魚類資

源を有効利用するためには種個体群が生物群集中に占め

る生態的地位や種内および種聞の相主関係など生物生産

構造の特性を解明することが必要と考えられるが，内湾

的性格をもっ混域におけるカレイ科魚類を主たる対象と

した群集生態的研究はほとんどないのが現状である。

著者らは青森県の陸奥湾底生魚類群集の主要種である

マガレイとマコガレイの生産構造を解明することを目的

とし，これまでに成魚と未成魚群の摂餌日周期1) と生活

年周期2)および餌生物であるマクロベントスの時空間分

布 3)を明らかにした。今回はそれら同種の生活領域，地

域分布，食物組成および食物種類に対する摂餌の選択性

について検討したので報告する O

本報告に当たり，有益な御意見と御助言を賜った北海

道大学水産学部元教授上野元一博士，同三島清吉教授，

同久新健一郎教授，多毛類の同定に際し御教示頂いた問

中尾繁助教授に対し，深甚なる謝意を表する。また，

調査の実施に当たり，御協力を賜った青森県水産試験場

元場長馬場勝彦氏はじめ同試験場の各位ならびに青森県

水産部元次長三浦健一氏はじめ同水産部の各位に対して

心からお礼申し上げる。なお，洋上での標本採集に当た

り，多大な御協力を頂いた青森県水産試験場調査船青鵬

丸加長中川武光氏ならびに北海道大学水産学部調査船う

しお丸元和長坂口延一氏，同森田省二氏，船長松島寛治

教官ほか同船の乗組員の方々，標本採集と資料整理に労

を願った当学部大学院生柳川延之，佐々木正義，富永

修，横山信ーの各氏ならびに昭和 52 年~58 年度講座学

生諸氏に対して心から感謝します。

材料および方法

本研究に用いた材料は主として 1977年8月から 1983

年2月までの期間，陸奥湾、 (Fig.1)で青森県水産試験場

調査船青鵬丸 (19.94トン)および北海道大学水産学部

調査船うしお丸 (97.78 トン 9 のちに 107.85 トン)を

使用して得られた。マガレイおよびマコガレイ標本は沿

岸のホタテガイ Patenopectenyessonensis養殖漁場を除

いた主として水深 30m以探の沖合域で青鵬丸によるか

け廻し式底曳網(片側ロープ長 1000m，胴尻目合66mm

もしくは 43mm)， うしお丸によるビーム@トローノレ京同

(ビーム幅 6m，嗣尻目合 43mm)およびオ vター@ト

不 北海道大学水産学部 (Faculty of fisheries， Hokkaido University， Minato 3， Hakodat己041，Japan). 
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る餌生物 i程の{自体数百分率である。

なお，本研究で扱ったマガレイおよひ、マコガレイは主

として年令1才以上の個体であるが，それぞれ満l年に

近い当才魚が含まれているO

結 果

生活領域と地域分布摂餌活動の実態を明らかにする

ためには，個体群の生活領域，とりわけ索餌場の範囲を

把握することが必要と考えられる。このため， 1977年g

月 ~1982 年 9 月までの期間，湾内でマカ、、レイ 2222 尾

(体長 116~350 mm) ，マコガレイ 552 昌(体長 146~

50'j 422 mm) ，両種以外の具体類 611尾の標識放流を行っ

Fig. 1. Map of Mutsu Bay， Aomori Prefecture， 
showing localities and contours of depth (m). 

Area-A: northern part of玖lestBayヲ -B:
southern part of West Bay (Aomori B旦y)ラ

-C: western part of East Bay， -D: eastern 
part of East Bay. 

ロール網(曳網時のオッター@ボード間隔約 30m，胴

尻E合 60mm)を3ノットで原則として 30分間曳網し

て採集したほか，補足的に買いJ吋けによる標本も用い

た。マガレイおよびマコガレイの移動@回遊状況を把握

するため，かけ廻し式底曳網による漁獲物の一部を揚網

後直ちにいけすに移し，状態の良野なものを選んで，魚、

種，体長(一部については性別)を記録したのち，タギ、

ングガン (Bano'k103型)により背鰭基部付近にプラ

スチック製の円形標識板{直径 15mm，赤色)を装着

し， i魚、獲された地点で、放流した。他の漁獲物については

種類別に秤量@計数したのち，各地点毎に原則としてマ

ガレイおよびマコガレイをそれぞれ約 100個体(漁獲が

少ない場合は全数)を無作為に拍出して凍結標本として

持ち帰り，解凍後， f本長(全長 lmm単位)などの生

物測定を行った。胃内容物は 10%のホルマリン捺液で

固定しろ紙で、過剰の水分を除去して内容物全体の湿霊

量 (1mg単位)を測定したのち， 実体顕微鏡下で同定

を行い，種類別に個体数と湿重量を計測した。

摂餌の選択性は 1982 年の 5 月と 8~J9 月に泥質もしく

は泥砂質の水域で、行われたオッター@トロール網の曳網

線上の両端と中間点で， O.069m2 の採取面積をもっ田

村式採泥器4)を用いてそれぞれ4回3 計 12回のベント

ス採集 (19地点)を行い，各地点の漁獲物の中から胃の

充満度が高く消化の進んでいない個体を選んで検討し

た。;解析に用いた Ivlev5)の選択性指数Eは次式であら

わされるO

E= (ri -Pi)/(ri十Pi) (-1 豆E歪1)

ただし riとんはそれぞれ胃内および環境中におけ

た。両種以外の具体類を放流したのはマガレイおよびマ

コガレイとの再捕状況を比較するためである。 Table1 

に示すように，マガレイおよびマコガレイの再捕数はそ

れぞれ 162尾と 36尾(再捕率:7.3%， 6.5%)であっ

たが，湾外で再捕されたものはなかった。他の魚、種の再

捕状況をみると，メイタガレイ PleuronichthyscornuiUs 

では再捕された3尾のうち2屠(放流数 19尾)が青森

県日本海側海域で，また，ヒラメ Paralichthysolivaceus 

は再捕された2尾中 l尾(放流数 47尾)，パバガレイ

lvlicrostomllS achne 1尾(放流数6尾)はそれぞれ津軽

海峡で、再捕され，回避性の強い魚種では放流数が少ない

にもかかわらず湾外への移動が認められた。これらの結

果は陸奥湾に生息しているマガレイとマコガレイが湾外

へはほとんど回避していないことを示唆している。

次に，マガレイおよびマコガレイの各季節における

CPUE (かけ廻し式底曳網では 1曳網当たり， ピーム@

トローノレおよびオ γター@トロール絹で、は3ノット 1時

間曳網当たりのi魚、獲屠数)の地域分布をみたロマガレイ

の分布は 2~3 月の冬季では西湾に集中しているO しか

し春季 (5月)の高密度域は西湾~東湾西部にみられ

る上に，沖合のほぼ全域で漁獲されており 3 地域分布は

秋季(1O，~11月)まで顕著な変化を示していない (Fig.

2) 0 一方，マコガレイの分布はマガレイとほぼ同様，冬

季間は西湾~京湾西部に集中しているが 9 春季にみられ

る東湾方向への移動傾向は非常に顕著であり，秋季まで

東湾を主たる生息墳としている (Fig.3)。このため春季

から秋季までの期間，東湾西部では両種の分布はかなり

重複するが， その西側(西湾)ではマガレイが3 東側

(東湾奥部)ではマコガレイがiそれぞれ優位を占めてい
る (Fig.4) 0 なお， 標識放流試験結果によると，両種

ともに春季から夏季にかけて沖合域の魚群の一部が沿岸

域へ移動し 3 また 3 マコガレイについては小川らのも述

べているように，沖合の魚群が 11~12 月に湾内沿岸域

へ産卵のための移動を行っている傾向が認められた。
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Ta祖母 :L Numb己rof tagged flatfishes relεased (T) in Mutsu Bay from August 1977 to August脳

September 1982. Number of五shr・ecaptured(R) Is shown in parentheses 

1977 1978 1979 

Species Aug. Nov. Apr. JuL Oct. M品y Oct. 

T (R) T (R) T (R) T (R) T (R) T (R) T 

paralichthys olivaceus 1 ( 0) 2 ( 0) 27 ( 2)れ o ( 0) 2 ( 0) o ( 0) o ( 0) 
Pseudorhombus pentophthalmus o ( 0) o ( 0) o ( 0) o ( 0) o ( 0) o ( 0) o ( 0) 
Cleisthenes pinetorum 22 ( 0) 4 ( 0) 43 (12) 4 ( 0) o ( 0) 3 ( 1) 2 ( 0) 

herzensteini 

Eopsettαglな01]のvi 30 ( 0) 19 ( 0) 61 ( 2) 6 ( 0) 141 ( 2) 4 ( 1) o ( 0) 

179 

Pleuronichthys cornutus 3 ( 0) 1 ( 0) 7 ( 1) o ( 0) 3 ( 1)*工 o ( 0) 1 ( 1)ネ1
Lepidopsetta mochigarei o ( 0) o ( 0) 45 ( 2) 2 ( 0) o ( 0) 6 ( 0) 2 ( 0) 

Limanda punctatissima 2 ( 0) 1( 0) 7 ( 1) o ( 0) 2 ( 0) 1 ( 0) 2 ( 0) 

Limanda herzensteini 244 (27) 292 (26) 147 (11) 57 ( 1) 144 (13) 223 (10) 149 ( 7) 

Limanda yokohamae 86 ( 6) 33 ( 2) 4 ( 0) o ( 0) o ( 0) 166 (14) 55 ( 3) 
Plati・chthysstellatus o ( 0) o ( 0) o ( 0) o ( 0) o ( 0) o ( 0) 。(0) 
Kereius bicoloratus o ( 0) 5 ( 0) 3 ( 1) 。(0) o ( 0) o ( 0) 1 ( 0) 
Tσna!aus kitaharai 6 ( 0) o ( 0) 8 ( 0) o ( 0) 23 ( 0) 1 ( 0) 5 ( 0) 

λ1icrostol11us achne o ( 0) o ( 0) o ( 0) 3 ( 1)'~] 3 ( 0) o ( 0) o ( 0) 
Total 394 (33) 357 (28) 352 (32) 72 ( 2) 318 (16) 404 (26) 217 (J 1) 

1980 

Species 主在呂y Oct. 

T (R) T (R) 

Paralichthys olivaceus 8 ( 0) 6 ( 0) 

Pseuc/orhombus pentophthalmus o ( 0) o ( 0) 
Cleisthenes pinetorum 4 ( 0) o ( 0) 
her zensteini 

Eopsetta grigorjewi 1(1) 2 ( 0) 

Pleuronichthys COri1utus 1 ( 0) 3 ( 0) 

Lepidopsetta l110chigarei 10 ( 0) 2 ( 0) 

Limanda punctatissima o ( 0) o ( 0) 
Limα刀daherzensteini 142 (10) 212 (17) 
Limanda vokohσ刀we 49 ( 3) 99 ( 4) 

Platichthys stellatus o ( 0) o ( 0) 
Kareius bicoloratus 41 ( 2) 4 ( 0) 

Tanaiaus kitaharai o ( 0) 2 (的
λificrostomus achne o ( 0) o ( 0) 
Total 256 (16) 330 (21) 

ホ Fishrecaptured in ontside of bay. 
日 Oneof the two fishes was recaptured in outside of bay. 

費内容物組成 1981年 11月， 1982年5月， 8~9 月

および 1983年2月の各期間に得られた標本に基づきヲ

マガレイとマコガレイの体長階級別胃内容物組成および

その水域と季節による変化を枚討した。ここで7 体長を

マガレイでは 120mm以下， 121~160mm ， 161~200 

mmおよび 201mm以上の 4階級， マコガレイでは

201mm 以上主:: 201~240 mmと 241mm  以上に二分

し，計5階級に区分した。

マガレイの胃内容物組成 (Fig.5)は季節および水域に

よりかなり相違しているO 西湾北部では春季から秋季ま

1981 1982 

トJov. Aug.-Sep. Total (%) 

T (R) T (R) T (R) 

1 ( 0) o ( 0) 47 ( 2) 4.3 

1 ( 0) o ( 0) 1 ( 0) O 

o ( 0) o ( 0) 82 (13) 15.9 

1( 0) 1 ( 0) 266 ( 6) 2.3 

o ( 0) o ( 0) 19 ( 3) 15固8

3 ( 0) o ( 0) 70 ( 2) 2.9 

。(0) o ( 0) 15 ( 1) 6.7 

151 (17) 461 (23) 2222 (162) 7.3 

54 ( 3) 6 ( 1) 552 (36) 6.5 

o ( 0) 2 ( 1) 2 ( 1) 50.0 

o ( 0) o ( 0) 54 ( 3) 5.6 

4 ( 0) o ( 0) 49 ( 0) O 

o ( 0) o ( 0) 6 ( 1) 16.7 

215 (20) 470 (25) 3385 (230) b F.b ハ

での期間，夏季の件長 121~200mm を除き 3 多毛類の

占める割合が最も高かったが?グシノハクモヒトデ

Ophiura kinbergiを主とするクモヒトデ類3 アメブラ

シ類および二枚貝類の割合も比較的高く，また，夏季に

はローソクツノガイ Episかん仰 makiyamaiを主とする

掘足額が比較的小型の魚、にかなり摂食されていた。これ

に対L，冬季では多毛類のほかに，底生の小型!言、類(主

としてサイウオ Bregmacerosjaponica)や十脚目長尾

類の割合が高く，他の季節の食物組成とは大きく相違し

ている O このような西湾北部にみられた誤餌傾向は青森
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Fi乙 2， Distribution 01 CPUE o:f Limanda herzensteini b each seaSOl1. CPUE for beam trawl 
and ott号rtravvl (Ot) 111号aロsnumber of catch pξr heur at 3 knots， and CPUE fo1' d丘111sh

5εine (Ds) means number・ofcatch per haul. 

WlrHER SPRI NG AUTUMN 

>20! fishヨ5

3. Distribntion of CPUE of Lilnanιお yol(o!zanlaein巴acliseason. CPUE for b0am tra'Nl 

旦Eeotter trawl (Ot) m暗記nsmmηber of catcb per hour at 3 kn01s，乱nd(~]?UE for danish 

seine (Ds) m号ansliumber of catch per haul. 

湾でもほぼ同様であったが，春季と秋季では回湾北部に

比べてアメブラシ類が多く摂食されており，多毛類の割

合は低かった。一方?東では多毛類iO;主食物となって

おり、 特に春季と夏守:ではE支持奥部の体長 201u1rn 以

上(春季)を除けば7 胃内容物重量の 72.8~95.5% を

占めていた。しかし秋季では多毛類のほかに東湾問tfiう

ではアメブラシ類J 東湾奥部ではクモヒトデ類がそれぞ

れ比較的高い割合を占めていた。なお等、の体長により

重量比率が大きく異なる生物は掘足類，端脚類(主とし

てヨコェピ類)などであり，これらは小型の魚、に多く摂

食されていたが，重量比としてはそれほど高くはなかっ

fょ。

次に，マガレイの胃内における多毛類の抵組成 (Fig.

6)をみると，['3湾ではギボシイソメ類Lumbrineridae.
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~ L. herzensteini CP目 >5kg

[[[[j L. yo如何mae CP目 >5kg

Fig. 4. Comparison of distribution of Limanda 
herzensteini and L. yokohamae in恥1utsuBay 
from May 1979 to February 1983. CPUE 
for beam trawl (Bt) and otter trawI (Ot) means 
catch per hour at 3 knots， and CPUE for・
danish seine (Ds) means catch per haul. 

チロリ類 Glyc号ridae， トノサマゴカイ Scalibregma

inflatumおよびカザリゴカイ科の一種 Ampharetesp. 

が比較的高い割合を占めていたが，東海ではホソタケフ

シ li1aldanesarsi，ヨツバネスピオ Paraprioliospio

pinnata， フサゴカイ類 Terebel1idae およびトノサマ

ゴカイが主に摂食されていた。このうち，特にホソタケ

フシは春季の東湾西部と春季@夏季の東湾奥部では主食

物となっているO また，体長階扱別に多毛鎮の種組成を

みると，Ampharete sp.が秋季の西湾で比較的小型の魚、

に多く摂食されていたが 3 全体として体長による喰い分

けは明瞭ではなかった。

一方，マコガレイの胃内容物組成 (Fig.7)をみると，

春季から秋季までの期間，西湾および東湾ともに多毛類

が非常に高い割合を占めており，アメブラシ類，二枚貝

類およびグモヒトデ類はそれほど摂食されておらず，と

りわけ後二者の割合は著しく低い。ただし夏季の青森

湾では体長 201mm以上のものが十脚目短尾類をかな

り摂食していた。多毛類の中ではホソタケフシ， ヨツパ

ネスピオ，ギボシイソメ類p フサゴカイ類およびトノサ

マゴカイの割合が高く 3 マガレイとほぼ同様の種類が摂

餌の対象となっており，水域および季節による変化傾向

も概して類似している (Fig圃 8)。体長階級別に胃内容物

組成をみると，大きな分類項目別では明瞭な差異はない

が3 東南では体長が大きな{国体ほどギボシイソメ類の比

率が高くなっている場合が多かった。なおB 冬季には多

毛類のみが摂食されていたが，ほとんど空胃状態であっ

たため図示していなL、。

摂自耳の選択性 食物種類に対する摂餌の選択性を検討

するため，マガレイの体長は 160mm以下と 161mm

以上，マコガレイでは 2即 mm以下と 201mm以上に

それぞれ大きく二分して扱い 3 普通の採泥器では採集さ

れる機会の少ないメガロベントスや魚類はごく僅かしか

摂食されていなかったため計算から除いた。まずこ，摂餌

選択性指数Eは採泥器で 1m2当たり 5個体以上採集さ

れた餌生物について求めたが?季節による差異がほとん

ど認められなかったので，5 月と 8~9 月の標本を一括

して扱った。

マガレイの各餌生物に対する摂餌選択性指数Ei土地点

間で大きなパラツキがみられた (Fig.9)。しかし?アメ

フラシ類，チロリ類，ウミイサゴムシ Lagisbockiお

よびニカイチロリ科の一種 Goniadasp.に対する Eは

小型魚および大型魚、ともに正の値を示す場合が多くラこ

れらはマガレイにはほぼ選択的に摂食される生物とみな

すことができる。また，ヨコエピ類とクマ類など小型の

甲殻類は小型魚(体長 160mm以下)に9 トノサマゴ

カイとグモヒトデ類は大型魚(体長 161皿m 以上)に

それぞれ選択的に摂食されている場合が多い。一方p シ

リス類 Sy1lidae， ケヤリ類 Sabellidae(主として Eu-

chone limnicola) ，サシノミゴカイ類Phyllodocidae，カギ

ノテスピオ科の一種 Sigambratentaculata， Ampharete 

sp.， イトゴカイ類 Capitellidae， タケフシゴカイ科の

Nicomache sp. と Pr正lxillellasp.，ギボシイソメ類お

よびそロテゴカイ Magelonajaponicaはほとんどのi也

点で負の値を示している。しかし，二枚貝類ョ摺足類，

前偲類，フサゴカイ類，ホソタケブシおよびヨツバネス

ピオに対する E~直は標本聞の差異が非常に大きく明瞭な

傾向はみられなかった。

一方，マコガレイでは大型魚(体長 201mm以上)

がトノサマゴカイ，フサゴカイ類，ヨツバネスピオおよ

びギボシイソメ類に対して正の値を示す場合が多L、。し

かし，マガレイが選択的に摂食するアメブラシ類?チロ

リ類9 ウミイサゴムシおよび Goniadasp. に対してマ

コガレイは明瞭な正の選択性を示していない上に， グモ

ヒトデ類，三枚貝類，堀足類および前偲類についてもほ

とんどの地点で負の値を示しており?マガレイの摂餌選

択とは相違が認められた (Fig.10)。
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考 雲量

本研研.究で

ているマカガガ、引、レイとマコカガ、レイが湾外へはほとんど回i遊桂し

ないことを示E段是しており' 青森県水産試験場7，8)および

小JlIらのによる標識放流試験結果と一致するO ただし

マコカレイについては青森県日本海側海域で放流された

ものが陸奥湾で再捕されたことがあり 9ケルまた?日本海

からの来遊群が 3 丹下旬~4 月買に産卵を行うとの知

見めもあるO 本研究期間中，生殖腺の肥大した個体は

3~4 月には採集されなかったが 2) 沿岸J或の資料が欠如

しているため， 1981 年 2 月と 1982 年 2~4 月に平館地

先の底建網により漁獲されたマコガレイを購入し，生殖

腺の状態を調べた。その結果，雌雄ともに生殖腺重量指

数 (GSI=生殖腺重量x102/体重)の非常に高い個体が多

く，産卵中や放卵放精直後の個体も含まれていた (Fig.

11) 0 

マコガレイは成熟開始から産卵までの期間が 3~4 ヶ

月であるりのことから，それらは Yusaら11)および高橋

ELECTIVITY Ir~DE)( "E 

FOOD ITER月S-I 0 

Lumbrineridae 

Goniada sp 

M.sarsi 

Aplysiacea 

CUMAGE~. 

L. boclri 

m立1.

'-0-一一一一一一時一)②

ら 2) が述べている魚群 (11 月下旬~1 月上旬産卵)とは

明らかに成熟周期が異なっている。また平館の標本は無

作為抽出されたかどうかについては疑問があるが， 1980 

年以降のi魚、獲試験では極めてまれ (2568尾中の2尾)で

あった体長 321mmを越える大型個体が両年ともに約

25%も含まれており，湾内沖合域に生息している魚群

とは体長分布にも大きな差異がみられた。これらの点か

らみて，冬季の平館地先に出現する産卵群は，小川らめ

が述べているように，他海域からの来遊群であると考え

られるO しかし，漁獲状況からみて来遊量はそれほど多

くはなく，また，冬季から春季のごく一時期に湾内を産

卵場として利用したのち，再び湾外へ回帰している可能

性もあるO 以上から，当海域に生息しているマガレイお

よびマコガレイの大部分が湾内を生活領域としていると

j住察される。

当海域のマガレイは多毛類，アメブラシ類p ニ枚貝類

およびクモヒトデ類を主体に種々のマクロベントスを餌

生物としているが，冬季には底生の小型魚類や十脚日長

尾類なども摂食Jしている。一方，マコガレイは一年を通
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じて多毛演を主食としており，マガレイに比べて主食物

を構成する餌種の範囲が狭L、。これらの結果は仙台j寄に

おける知見と視ね一致するO すなわち， Hatanakaら12)

はマガレイとマコガレイは多毛類を主食とするが，第

2~第 3 位の餌話:に相違がみられるとし， また Kawa-

sakiら13)および Hatanakaら12)によれ.(i，マカ、、レイt土

魚類(イカナゴ Ammodytespersonatlls) や 1"Ei~ 目長思

類などマクロベントス以外の生物も摂食している。大

森1めによれば，仙台湾のマコガレイが選択的に摂食する

生物はイカリナマコの一種，ニ枚貝類の水管?設鯉類，

多毛頭定在自の類およびイソギンチャク目の一種である

が，当海域のマコガレイは小型魚ではL、ずれの生物に対

しても明瞭な選択性を示しておらず，比較的大型の倍iネ

ではごく僅かの種類の多毛類を選択的に摂食していた。

一方，マガレイは多毛類の数種お上びアメフラシ:頃のほ

かに，小型魚ではヨコエピ類やグマ類宅f，大型魚ではク

モヒトデ類を選択的に摂食しており，マコガレイの選択

現象とは相違がみられたcただし，両種ともに選択性指

数は地点間で、大きなバラツキがみられたが 3 そのうちの

数程については環境中における餌生物量:との関連がみら

れる。すなわちp マガレイについてみると 2 掘足類と二

枚貝類は西湾、では選択的に摂食されている場合が多い

が，餌生物量の多い東海のでは l地点を除き非選択的に

摂食されていた。このことはおlev5l によるウグレイヤ

Alburnlls alburm:sとコイ CyprinuscarjフioのヲまTニ‘

Hargreavesら15) こよるギン→戸ケ Oncorhynchusldsutch 

の摂鰐実。験などから明らかにされているように?摂餌選

択が餌科条件によります化ずることを示している。前述の

ように，マガレイとマコガレイは春季から秋季にかけて

は杷互の空間分布がずれており，遭遇する餌生物の組

j丸密度および生物量はかなり異なっ-n、る九従って 7
両積の探査Lj選択性の差異およびその度合いを明らかにす

るためには同一地点における食物組成を検討する必要が

ある。このため，両種の分布が重複する脇野沢沖で同時

に採集された胃内容物の個体数組成を比較した。その結

果，マガレイ 65{国体(体長 102~263 mm) の胃に出現

した餌生物数は 7211同体で，そのうち多毛類は 79.99;

を占め，次いで、堀足類 7.2%，グモヒトデ類 4.6.%，端

脚頴とグマ類を主とする小型甲殻類3.5%および二枚貝

類が3.1.%であった。一方，マコガレイ 53個体(体長

126~278 mm)の胃内における餌生物数は1920個体で?

?ガレイと同様に多毛類が主体となっていたがその割合

は溜めて高かった (97.8%) 0 このような摂餌選択の差

異は捕食者が示す曜好i生の面からも検討しなければなら

ないが， 1可種の問にみられる歯の形状 16)無限側の歯

数1←則および口の左右相称の度合い問など顎歯や顎骨

の形態的相速による捕食能力の違いが関与していると考

えられる。以上のようにマガレイとマコガレイは食物棲

類に対する摂餌選択性が相違し，同一餌料環境からの捕

食率に差異がみられる。しかL，当海域に生息するマガ
レイとマコカ、、レイは多毛類合主体とするマグロベントス

をj史食対象としており 3 特に，両種の分 :{l~が重復する東

湾函部ではかなり相、た食物組成を示していることからも

明らか危ように (Fig.5~8) ，互いに頴担、した餌料環境

を要求しており，潜在的に食物や空間を競争する関係に

あるとみてよいであろう O

なお，マガレイの食物組成が冬季に大きく変化する要

因やマガレイとマコガレイが主たる索餌Wjを含む春季か

ら秋季e)にかけて相互の空間分布がずれている原間およ
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びその生物的意義などは両種の種間関係をみる上で注目

される点であり，今後の報告の中で取り上げてゆくつも

りである。
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